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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公開番号】特開2010-237608(P2010-237608A)
【公開日】平成22年10月21日(2010.10.21)
【年通号数】公開・登録公報2010-042
【出願番号】特願2009-88066(P2009-88066)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/033    (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/20    １０１　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０５　
   Ｇ０３Ｆ   7/033   　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５０５　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月24日(2011.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）顔料分散剤と、（Ｂ）顔料と、（Ｆ）溶媒とを有する顔料分散液であって、前記
（Ａ）顔料分散剤が、下記一般式（Ｉ）で表される含窒素複素環基含有モノマーと、ポリ
マー鎖及びその末端にエチレン性不飽和二重結合を有する基からなる重合性オリゴマーと
を共重合成分として含有するグラフト共重合体であり、さらに前記含窒素複素環基含有モ
ノマーが有する含窒素複素環基と下記一般式（ＩＩ）及び／又は下記一般式（ＩＩＩ）で
表される有機酸化合物とが塩を形成したグラフト共重合体であることを特徴とするカラー
フィルタ用顔料分散液。
【化１】

【化２】
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［式（Ｉ）～（ＩＩＩ）中、Ｒ１は水素原子又はメチル基、Ｑは、置換基を有していても
良い酸と塩形成可能な含窒素複素環基を表す。Ａは２価の基、又は直接結合である。
　Ｒ２及びＲ２’は、それぞれ独立に水素原子、水酸基、炭素数１～１８のアルキル基、
炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ６）－ＣＨ（
Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８、又は－Ｏ－Ｒ２”で示される
１価の基であり、Ｒ２及びＲ２’のいずれかは炭素原子を含む。Ｒ２”は、炭素数１～１
８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ
（Ｒ６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、又は－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８で示され
る１価の基である。
　Ｒ３は、炭素数１～１８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基
、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ
］ｃ－Ｒ８、又は－Ｏ－Ｒ３’で示される１価の基である。Ｒ３’は、炭素数１～１８の
アルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ
６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、又は－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８で示される１
価の基である。
　Ｒ６及びＲ７は、それぞれ独立に水素原子又はメチル基であり、Ｒ８は、水素原子、あ
るいは炭素数１～１８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、ア
リール基、－ＣＨＯ、－ＣＨ２ＣＨＯ、－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ２、－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ３）＝
ＣＨ２又は－ＣＨ２ＣＯＯＲ９で示される１価の基であり、Ｒ９は水素原子又は炭素数１
～５のアルキル基である。
　Ｒ２、Ｒ２’、Ｒ２”、Ｒ３、Ｒ３’、及びＲ８において、アルキル基、アルケニル基
、アラルキル基、アリール基は置換基を有していても良い。
　ａは１～１８の整数、ｂは１～５の整数、ｃは１～１８の整数を示す。］
【請求項２】
　前記重合性オリゴマーの前記ポリマー鎖が、下記一般式（ＩＶ）又は一般式（Ｖ）で表
される構成単位を少なくとも１種有するものである請求項１に記載のカラーフィルタ用顔
料分散液。
【化３】

［式（ＩＶ）及び（Ｖ）中、Ｒ１’は水素原子又はメチル基であり、Ｒ４は炭素数１～１
８のアルキル基、アラルキル基、アリール基、シアノ基、－［ＣＨ（Ｒ１０）－ＣＨ（Ｒ
１１）－Ｏ］ｘ－Ｒ１２、－［（ＣＨ２）ｙ－Ｏ］ｚ－Ｒ１２、－［ＣＯ－（ＣＨ２）ｙ

－Ｏ］ｚ－Ｒ１２、－ＣＯ－Ｏ－Ｒ４’又は－Ｏ－ＣＯ－Ｒ１３で示される１価の基であ
る。
　Ｒ４’は、炭素数１～１８のアルキル基、アラルキル基、アリール基、シアノ基、－［
ＣＨ（Ｒ１０）－ＣＨ（Ｒ１１）－Ｏ］ｘ－Ｒ１２、－［（ＣＨ２）ｙ－Ｏ］ｚ－Ｒ１２

、－［ＣＯ－（ＣＨ２）ｙ－Ｏ］ｚ－Ｒ１２で示される１価の基である。
　Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ独立に水素原子又はメチル基であり、Ｒ１２は、水素原
子、あるいは炭素数１～１８のアルキル基、アラルキル基、アリール基、－ＣＨＯ、－Ｃ
Ｈ２ＣＨＯ又は－ＣＨ２ＣＯＯＲ９で示される１価の基であり、Ｒ９は水素原子又は炭素
数１～５のアルキル基であり、Ｒ１３は、炭素数１～１８のアルキル基を示す。
　Ｒ４、Ｒ４’、及びＲ１２において、アルキル基、アラルキル基、アリール基は置換基
を有していても良い。
　ｌは１～５の整数、ｍ及びｍ’は５～２００の整数を示す。ｘは１～１８の整数、ｙは
１～５の整数、ｚは１～１８の整数を示す。］
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【請求項３】
　前記重合性オリゴマーの前記エチレン性不飽和二重結合を有する基が、（メタ）アクリ
ロイル基、ビニル基、又はアリル基である請求項１又は２に記載のカラーフィルタ用顔料
分散液。
【請求項４】
　前記一般式（ＩＩ）におけるＲ２及び／又はＲ２’、並びに／或いは、前記一般式（Ｉ
ＩＩ）におけるＲ３が、重合性基又は置換基を有していても良いアリール基又はアラルキ
ル基を有するものである請求項１～３のいずれかに記載のカラーフィルタ用顔料分散液。
【請求項５】
　前記重合性基が（メタ）アクリロイル基、ビニル基、又はアリル基である請求項４に記
載のカラーフィルタ用顔料分散液。
【請求項６】
　（Ｂ）顔料の平均粒径が、１０～１００ｎｍである請求項１～５のいずれかに記載のカ
ラーフィルタ用顔料分散液。
【請求項７】
　（Ａ）顔料分散剤として、下記一般式（Ｉ）で表される含窒素複素環基含有モノマーと
、ポリマー鎖及びその末端にエチレン性不飽和二重結合を有する基からなる重合性オリゴ
マーとを共重合成分として含有するグラフト共重合体であり、さらに前記含窒素複素環基
含有モノマーが有する含窒素複素環基と下記一般式（ＩＩ）及び／又は下記一般式（ＩＩ
Ｉ）で表される有機酸化合物とが塩を形成したグラフト共重合体を準備する工程と、
　（Ｆ）溶媒中に、前記（Ａ）顔料分散剤と、（Ｂ）顔料とを添加し、顔料を分散させる
工程を有する、カラーフィルタ用顔料分散液の製造方法。
【化４】

【化５】

［式（Ｉ）～（ＩＩＩ）中、Ｒ１は水素原子又はメチル基、Ｑは、置換基を有していても
良い酸と塩形成可能な含窒素複素環基を表す。Ａは２価の基、又は直接結合である。
　Ｒ２及びＲ２’は、それぞれ独立に水素原子、水酸基、炭素数１～１８のアルキル基、
炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ６）－ＣＨ（
Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８、又は－Ｏ－Ｒ２”で示される
１価の基であり、Ｒ２及びＲ２’のいずれかは炭素原子を含む。Ｒ２”は、炭素数１～１
８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ
（Ｒ６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、又は－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８で示され
る１価の基である。
　Ｒ３は、炭素数１～１８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基
、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ
］ｃ－Ｒ８、又は－Ｏ－Ｒ３’で示される１価の基である。Ｒ３’は、炭素数１～１８の
アルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ
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６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、又は－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８で示される１
価の基である。
　Ｒ６及びＲ７は、それぞれ独立に水素原子又はメチル基であり、Ｒ８は、水素原子、あ
るいは炭素数１～１８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、ア
リール基、－ＣＨＯ、－ＣＨ２ＣＨＯ、－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ２、－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ３）＝
ＣＨ２又は－ＣＨ２ＣＯＯＲ９で示される１価の基であり、Ｒ９は水素原子又は炭素数１
～５のアルキル基である。
　Ｒ２、Ｒ２’、Ｒ２”、Ｒ３、Ｒ３’、及びＲ８において、アルキル基、アルケニル基
、アラルキル基、アリール基は置換基を有していても良い。
　ａは１～１８の整数、ｂは１～５の整数、ｃは１～１８の整数を示す。］
【請求項８】
　（Ａ）顔料分散剤と、（Ｂ）顔料と、（Ｃ）アルカリ可溶性樹脂と、（Ｄ）多官能性モ
ノマーと、（Ｅ）光開始剤と、（Ｆ）溶媒とを有するカラーフィルタ用ネガ型レジスト組
成物であって、前記（Ａ）顔料分散剤が、下記一般式（Ｉ）で表される含窒素複素環基含
有モノマーと、ポリマー鎖及びその末端にエチレン性不飽和二重結合を有する基からなる
重合性オリゴマーとを共重合成分として含有するグラフト共重合体であり、さらに前記含
窒素複素環基含有モノマーが有する含窒素複素環基と下記一般式（ＩＩ）及び／又は下記
一般式（ＩＩＩ）で表される有機酸化合物とが塩を形成したグラフト共重合体であること
を特徴とするカラーフィルタ用ネガ型レジスト組成物。
【化６】

【化７】

［式（Ｉ）～（ＩＩＩ）中、Ｒ１は水素原子又はメチル基、Ｑは、置換基を有していても
良い酸と塩形成可能な含窒素複素環基を表す。Ａは２価の基、又は直接結合である。
　Ｒ２及びＲ２’は、それぞれ独立に水素原子、水酸基、炭素数１～１８のアルキル基、
炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ６）－ＣＨ（
Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８、又は－Ｏ－Ｒ２”で示される
１価の基であり、Ｒ２及びＲ２’のいずれかは炭素原子を含む。Ｒ２”は、炭素数１～１
８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ
（Ｒ６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、又は－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８で示され
る１価の基である。
　Ｒ３は、炭素数１～１８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基
、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ
］ｃ－Ｒ８、又は－Ｏ－Ｒ３’で示される１価の基である。Ｒ３’は、炭素数１～１８の
アルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ
６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、又は－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８で示される１
価の基である。
　Ｒ６及びＲ７は、それぞれ独立に水素原子又はメチル基であり、Ｒ８は、水素原子、あ
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るいは炭素数１～１８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、ア
リール基、－ＣＨＯ、－ＣＨ２ＣＨＯ、－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ２、－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ３）＝
ＣＨ２又は－ＣＨ２ＣＯＯＲ９で示される１価の基であり、Ｒ９は水素原子又は炭素数１
～５のアルキル基である。
　Ｒ２、Ｒ２’、Ｒ２”、Ｒ３、Ｒ３’、及びＲ８において、アルキル基、アルケニル基
、アラルキル基、アリール基は置換基を有していても良い。
　ａは１～１８の整数、ｂは１～５の整数、ｃは１～１８の整数を示す。］
【請求項９】
　前記重合性オリゴマーの前記ポリマー鎖が、下記一般式（ＩＶ）又は一般式（Ｖ）で表
される構成単位を少なくとも１種有するものである請求項８に記載のカラーフィルタ用ネ
ガ型レジスト組成物。
【化８】

［式（ＩＶ）及び（Ｖ）中、Ｒ１’は水素原子又はメチル基であり、Ｒ４は炭素数１～１
８のアルキル基、アラルキル基、アリール基、シアノ基、－［ＣＨ（Ｒ１０）－ＣＨ（Ｒ
１１）－Ｏ］ｘ－Ｒ１２、－［（ＣＨ２）ｙ－Ｏ］ｚ－Ｒ１２、－［ＣＯ－（ＣＨ２）ｙ

－Ｏ］ｚ－Ｒ１２、－ＣＯ－Ｏ－Ｒ４’又は－Ｏ－ＣＯ－Ｒ１３で示される１価の基であ
る。
　Ｒ４’は、炭素数１～１８のアルキル基、アラルキル基、アリール基、シアノ基、－［
ＣＨ（Ｒ１０）－ＣＨ（Ｒ１１）－Ｏ］ｘ－Ｒ１２、－［（ＣＨ２）ｙ－Ｏ］ｚ－Ｒ１２

、－［ＣＯ－（ＣＨ２）ｙ－Ｏ］ｚ－Ｒ１２で示される１価の基である。
　Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ独立に水素原子又はメチル基であり、Ｒ１２は、水素原
子、あるいは炭素数１～１８のアルキル基、アラルキル基、アリール基、－ＣＨＯ、－Ｃ
Ｈ２ＣＨＯ又は－ＣＨ２ＣＯＯＲ９で示される１価の基であり、Ｒ９は水素原子又は炭素
数１～５のアルキル基であり、Ｒ１３は、炭素数１～１８のアルキル基を示す。
　Ｒ４、Ｒ４’、及びＲ１２において、アルキル基、アラルキル基、アリール基は置換基
を有していても良い。
　ｌは１～５の整数、ｍ及びｍ’は５～２００の整数を示す。ｘは１～１８の整数、ｙは
１～５の整数、ｚは１～１８の整数を示す。］
【請求項１０】
　前記重合性オリゴマーの前記エチレン性不飽和二重結合を有する基が、（メタ）アクリ
ロイル基、ビニル基、又はアリル基である請求項８又は９に記載のカラーフィルタ用ネガ
型レジスト組成物。
【請求項１１】
　前記一般式（ＩＩ）におけるＲ２及び／又はＲ２’、並びに／或いは、前記一般式（Ｉ
ＩＩ）におけるＲ３が、重合性基又は置換基を有していても良いアリール基又はアラルキ
ル基を有するものである請求項８～１０のいずれかに記載のカラーフィルタ用ネガ型レジ
スト組成物。
【請求項１２】
　前記重合性基が（メタ）アクリロイル基、ビニル基、又はアリル基である請求項１１に
記載のカラーフィルタ用ネガ型レジスト組成物。
【請求項１３】
　（Ｂ）顔料の平均粒径が、１０～１００ｎｍである請求項８～１２のいずれかに記載の
カラーフィルタ用ネガ型レジスト組成物。
【請求項１４】
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　（Ａ）顔料分散剤として、下記一般式（Ｉ）で表される含窒素複素環基含有モノマーと
、ポリマー鎖及びその末端にエチレン性不飽和二重結合を有する基からなる重合性オリゴ
マーとを共重合成分として含有するグラフト共重合体であり、さらに前記含窒素複素環基
含有モノマーが有する含窒素複素環基と下記一般式（ＩＩ）及び／又は下記一般式（ＩＩ
Ｉ）で表される有機酸化合物とが塩を形成したグラフト共重合体を準備する工程と、
　（Ｆ）溶媒中に、前記（Ａ）顔料分散剤と、（Ｂ）顔料とを添加し、顔料を分散させて
顔料分散液を調製する工程と、
　前記工程で得られた顔料分散液に、（Ｃ）アルカリ可溶性樹脂と、（Ｄ）多官能性モノ
マーと、（Ｅ）光開始剤とを添加し混合する工程を有する、カラーフィルタ用ネガ型レジ
スト組成物の製造方法。
【化９】

【化１０】

［式（Ｉ）～（ＩＩＩ）中、Ｒ１は水素原子又はメチル基、Ｑは、置換基を有していても
良い酸と塩形成可能な含窒素複素環基を表す。Ａは２価の基、又は直接結合である。
　Ｒ２及びＲ２’は、それぞれ独立に水素原子、水酸基、炭素数１～１８のアルキル基、
炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ６）－ＣＨ（
Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８、又は－Ｏ－Ｒ２”で示される
１価の基であり、Ｒ２及びＲ２’のいずれかは炭素原子を含む。Ｒ２”は、炭素数１～１
８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ
（Ｒ６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、又は－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８で示され
る１価の基である。
　Ｒ３は、炭素数１～１８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基
、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ
］ｃ－Ｒ８、又は－Ｏ－Ｒ３’で示される１価の基である。Ｒ３’は、炭素数１～１８の
アルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、アリール基、－［ＣＨ（Ｒ
６）－ＣＨ（Ｒ７）－Ｏ］ａ－Ｒ８、又は－［（ＣＨ２）ｂ－Ｏ］ｃ－Ｒ８で示される１
価の基である。
　Ｒ６及びＲ７は、それぞれ独立に水素原子又はメチル基であり、Ｒ８は、水素原子、あ
るいは炭素数１～１８のアルキル基、炭素数２～１８のアルケニル基、アラルキル基、ア
リール基、－ＣＨＯ、－ＣＨ２ＣＨＯ、－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ２、－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ３）＝
ＣＨ２又は－ＣＨ２ＣＯＯＲ９で示される１価の基であり、Ｒ９は水素原子又は炭素数１
～５のアルキル基である。
　Ｒ２、Ｒ２’、Ｒ２”、Ｒ３、Ｒ３’、及びＲ８において、アルキル基、アルケニル基
、アラルキル基、アリール基は置換基を有していても良い。
　ａは１～１８の整数、ｂは１～５の整数、ｃは１～１８の整数を示す。］
【請求項１５】
　請求項８～１３のいずれかに記載のカラーフィルタ用ネガ型レジスト組成物、又は請求
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項１４に記載の製造方法により得られたカラーフィルタ用ネガ型レジスト組成物を用いて
形成されてなる着色層を有することを特徴とするカラーフィルタ。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のカラーフィルタを有することを特徴とする液晶表示装置。
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